
国際バカロレアの普及促進に向けた検討に係る有識者会議（第３回） 

議事次第 

１．日時 令和４年 12 月 19 日（月） 9：30－12：30 

２．場所 オンライン開催（ZOOM） 

３．議題 

（１） これまでの議論の整理及び取りまとめ骨子（案）について

（２） その他

４．配付資料 

資料１ これまでの議論の整理及び取りまとめ骨子（案） 

資料２ 今後のスケジュール（案） 

参考資料１  国際バカロレアの普及促進に向けた検討に係る有識者会議の開催に 

ついて 

参考資料２  国際バカロレアの普及促進に向けた検討に係る有識者会議運営規則 

参考資料３ 基礎資料集 
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これまでの議論の整理及び取りまとめ骨子（案） 

 

 

Ⅰ．はじめに 

 

Ⅱ．日本における国際バカロレア普及の取組と状況 

１．日本の目指す教育と IB 

２．これまでの取組 

３．日本における IBの普及状況と成果 

４．IB普及の課題 

 

Ⅲ．国際バカロレア推進の基本的な考え方 

１．幼小中学校段階（PYP、MYP）での IBの普及 

２．高等学校段階（DP）での IBの普及 

３．大学入試での IBの活用促進 

４．IBの教育効果等の把握・検証 

 

Ⅳ．国際バカロレアの今後の具体的な推進方策 

１．幼小中学校段階（PYP、MYP）での IBの普及 

２．高等学校段階（DP）での IBの普及 

３．大学入試での IBの活用促進 

４．IBの教育効果等の把握・検証 

 

  

資料１ 

2



2 

Ⅰ．はじめに 

Ⅱ．日本における国際バカロレア普及の取組と課題 

１．日本の目指す教育と IB 

○平成 30 年度以降順次実施されている学習指導要領で育成を目指す資質・能力は、IB

教育の理念と共通

○IBでは、生徒が自分のアイデンティティーを理解し、自発的に学びをデザインして実

行できる。日本の目指す教育の在り方に一致している

２．これまでの取組 

○昭和 54年度 大学入学資格に関し、IB資格を有する者を指定

○平成 25年度 日本語 DPの実施

○平成 25年度 国際バカロレア・デュアルランゲージ・ディプロマ連絡協議会

○平成 26年度 国際バカロレア日本アドバイザリー委員会提言

○平成 27 年度 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）と IBDP 科目の対応関係の整

理等（以降、令和元年度、令和３年度） 

○平成 29年度 国際バカロレアを中心としたグローバル人材育成を考える有識者会議

○平成 30年度 文部科学省 IB教育推進コンソーシアム設立

３．日本における IBの普及状況と成果 

（１）IB認定校等の状況

○IB認定校等の数：184校（令和 4年 9月 30日時点）

○PYP/MYP/DP別の認定校・候補校の数（令和 4年 9月 30日時点）

PYP：認定校 58校、候補校 16校

MYP：認定校 31校、候補校 10校

DP ：認定校 65校、候補校 4校

（２）大学における活用状況

○IBを活用した入試を実施している大学：68大学（令和 3年 12月時点）

＜委員からの主な意見＞ 

・学習指導要領の求める「主体的・対話的で深い学び」、「評価方法（目標に準拠し

た評価とその評価の観点）」、「社会に開かれた教育課程」、「カリキュラム・マネ

ジメント」などは、IB教育の理念と共通しており、IB教育の実践により、IB認

定校にはノウハウがある。

・IBでは、生徒が自分の得意、好きを把握し、どの分野の学問を深めたいのかを

自分で選択できる人材が育っている。これは日本が目指す教育の在り方と一致。
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（３）IB教員養成等の状況 

○IBの公式ワークショップ（コロナ禍で日本語でのオンライン受講が可能となった） 

○IB教員養成課程を開設している大学（2017年度：4大学→2022年度：8大学） 

 

（４）国際バカロレア普及の成果 

○文部科学省 IB教育推進コンソーシアムのシンポジウム、セミナー等の普及促進イ

ベント、ウェブサイト等を通じた情報発信、相談対応等により、全国的に IB認定

校が増加 

○全国で IB認定校が増えたことにより、各地域の国立大学での IBを活用した入試

の導入も増加した 

 

４．IB普及の課題 

（１）国際バカロレアの普及 

○IB認定校以外の学校への IB教育の好事例の波及 

○IB認定校がない地域への普及 

○PYP/MYP/DPの連続した IB教育を受けることができる環境作り 

 

 

 

 

＜委員からの主な意見＞ 

・この５年で大都市以外にも IB認定校が増えた。IB導入により地元、地域とのつ

ながりが深い教育が実践されている。 

・文部科学省 IB 教育推進コンソーシアムの地域セミナーにより、各地で IB 導入が

広がることで、国立大学では地元に IB 認定校があることが IB を活用した入試を

実施する理由になる。 

＜委員からの主な意見＞ 

・予算や外国人教員の確保など、公立の学校にとっては、IB認定校になるためには

ハードルが高い。 

・IB 認定校を増やすだけでなく、IB 認定校以外の学校にどのように IB 教育の好事

例を横展開していくのか検討が必要。 

・IB認定校数の伸び率は頭打状態。空白地域にもどのように広めていくか検討が

必要。 

・DPは高校の一つのコースという位置付けで履修者が少ない。PYPと MYPは全校生

徒が受けるので、保護者や地域も巻き込んで IBの普及が可能であり、裾野を広

げていくことが重要。 
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（２）国際バカロレアに対する理解促進

○IBの理念・教育手法・教育効果等についての幅広いステークホルダーにおける理解

促進

（３）IB認定校における教員の確保

○人事異動に伴う IB教員の安定的な配置

○言語以外の科目を英語で教授する外国人教員の獲得及び継続的な雇用

○IB機構が提供する公式ワークショップ数の不足（日本語、オンラインでの実施）

（４）IB生の進路（大学入試）

○国内大学での IBを活用した入試の導入促進・IBの事情を考慮した柔軟な実施

○海外大学進学のための進路指導・負担軽減

Ⅲ．国際バカロレア推進の基本的な考え方 

１．幼小中学校段階（PYP、MYP）での IBの普及 

○PYP、MYPは学校全体で実施するため、全教員・生徒等の IBに関する理解が深まる

○MYP の学びは DP に進学する上で継続性の観点から有効。また、DP に進学しない場合

でも学びの探究の観点から有効

○IB認定校以外の学校に IB教育の好事例を普及することで、IB認定校のない地域での

IB導入の検討を促進

＜委員からの主な意見＞ 

・IBはまだ一般的には認識されていない。

・IB 認定校に進学するメリットや IB での学び、教育効果等を客観的に示していく

必要がある。

＜委員からの主な意見＞ 

・公立の場合は学校間での人事異動があるため、IB認定校に在籍できる年数が限

られている。IBを担う教員の育成、専門性の確保が困難。

・英語以外の科目を担当できる外国人教員の人材発掘が困難。

・外国人教員が、安定的に身分の保障をされながらIB認定校で働くための労働環境

を検討する必要がある。

＜委員からの主な意見＞ 

・生徒が IBを活用した入試を利用したいと思ってもできない現状がある。IBで学

んだ生徒に対する大学の理解が深まっていくといい。

・海外大学進学のための進路指導は学校として実践しながらノウハウを蓄積してい

る。

・奨学金等を得られず海外進学を諦める生徒もいる。
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○教員養成課程等において IB 教育の考え方を取り入れることは、探究的な学びを教育

実践で行うことができる教員の輩出に有効 

 

２．高等学校段階（DP）での IBの普及 

○日本語 DP の普及により学校教育法第１条に定める学校での IB 導入が増加しており、

今後も継続して推進することが必要 

○IB認定校以外の学校に IB教育の好事例を普及することで、IB認定校のない地域で

の IB導入の検討を促進【再掲】 

○IB認定校内における IB以外のコースでの IBの教育実践や、生徒の IB科目履修を促            

進 

○IB認定校の事情に応じた海外大学への進学を促進 

○教員養成課程等において IB教育の考え方を取り入れることは、探究的な学びを教育

実践で行うことができる教員の輩出に有効【再掲】 

 

３．大学入試での IBの活用促進 

○IB認定校は増加しており、引き続き IB生の進路の選択肢を拡大することが必要 

○IBの教育効果や IB生受入れの好事例等を共有し、大学の理解を促進 

○大学入試の実施時期や要求スコア、出願時の負担等の考慮が必要 

＜委員からの主な意見＞ 

・各地域の IB認定校が中心となって各地域や各都道府県のグローバル教育の在り

方を構築していってほしい。 

・DPは高校の一つのコースという位置付けで履修者が少ない。PYPと MYPは全校

生徒が受けるので、保護者や地域も巻き込んで IBの普及が可能であり、裾野を

広げていくことが重要。【再掲】 

・DPを選んでも選ばなくても MYPでの学びはその後も役立つ。 

・IB教育を波及させる取組として、学校見学や研究発表会、研修などを行ってい

るが、IB認定校以外の教員も非常に関心が高い。 

・教員養成課程等の中に IBの要素を入れていくことができれば普及が可能ではな

いか。 

＜委員からの主な意見＞ 

・IB導入に成功している地域とそうでない地域の差が懸念。未導入地域を埋める

ような取組の検討が必要。 

・IB認定校内での横展開として、高校の IB以外のコースでもコア科目のエッセン

ス等を活用し授業改善を行うことができる。 

・IB以外のコースの生徒が 1科目でも 2科目でも IBを選択できるようになってほ

しい。 
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○IB を活用した入試を実施するだけでなく、対話型の授業など、IB 生の能力が発揮で

きる環境の提供が必要 

○IBを活用した入試により、海外の優秀な学生を呼び込むことは、大学のグローバル化

に有効 

 

４．IBの教育効果等の把握・検証 

○IBの教育効果等の可視化が必要。量的な把握に加え、好事例の積み上げが重要 

○IB の教育効果等を把握し、発信することにより、高校段階までの学校での IB の普及

や大学入試での IBの活用促進につなげる 

 

Ⅳ．国際バカロレアの今後の具体的な推進方策について 

IB教育の効果や好事例を波及させることで、初等中等教育の発展に資するとともに、IB

の導入促進につなげる。また、IB を活用した大学進学を拡大するほか、IB の教育効果等

を把握・発信することで、IBの更なる普及につなげ、好循環を作り出す。 

そのため、引き続き、IB機構と連携しつつ、文部科学省 IB教育推進コンソーシアムを

＜委員からの主な意見＞ 

・IB生が希望する日本の大学で IBを活用した入試が実施されていない。 

・大学人にとっては、IB の教育効果などが共有されていないので、IB 生をぜひ欲

しいという空気をつくり上げていくことが大事。 

・IBを活用した入試について、秋出願は DPの最終試験準備や受験の時期と重なる。

また、どこの大学も右へ倣えで高いスコアを要求するケースが続いている。 

・IBを対象にした大学入試で受け入れるだけではなく、知識伝授が中心となってい

る日本の大学教育やカリキュラムがこのままでいいのか。IB生をサポートするよ

うな体制が十分ではないということは、大学の中でも考えていく必要がある。 

・優秀な海外の IB を取得した学生や海外で学んだ日本人を日本の大学にどのよう

に呼び込むかという視点が、これまであまり論じられてこなかった。やはり IBと

いう国際的な物差しによって、海外にいる学生、優秀な学生をリクルートする、

日本国内に呼び込むということも今後必要になる。 

＜委員からの主な意見＞ 

・方向性を見極めたり戦略を打ったり判断するにはデータが必要であって、日本国

内の IB生の概数の把握や、受皿として日本国内の大学の IBを活用した入試の定

員枠、あるいは進学者の数などの、ある程度の需給シミュレーションを想定する

ことも必要。 

・教育成果の測定は極めて難しく、短期間のうちにできるものではないが、その教

育を受けた学生が数年後にどういう人材になっているか、どういうアウトカムを

出しているかを測定しなければならない。 
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通じて普及活動を行う。 

 

１．幼小中学校段階（PYP、MYP）での IBの普及 

○IB認定校以外の学校に IB教育の好事例を波及させ、IBの導入を希望する学校には導

入に向けた支援を行う 

○IB認定校間のネットワーク形成を支援し、情報交換や連携を促進 

○IB認定校を中心とした IB教員の輩出による IB教育人材確保を促進 

○大学の教員養成課程等や教員研修において IB教育の考え方が活用されるよう促進 

 

２．高等学校段階（DP）での IBの普及 

○IB認定校以外の学校に IB教育の好事例を波及させ、IBの導入を希望する学校には導

入に向けた支援を行う【再掲】 

○IB認定校間のネットワーク形成を支援し、情報交換や連携を促進【再掲】 

○IB認定校を中心とした IB教員の輩出による IB教育人材確保を促進【再掲】 

○IB 認定校内における IB コース以外での IB の教育実践を活用した授業改善や生徒の

IB科目履修の実施を促進 

○IB認定校での外国人教員の確保 

○大学の教員養成課程等や教員研修において IB教育の考え方が活用されるよう促進【再

掲】 

○IBを活用した海外大学進学のための情報を提供（進路指導の在り方、奨学金等） 

＜委員からの主な意見＞ 

・地域において、DP 校が地域の中学校や小学校、教育委員会に IB 教育の良さを共

有していくことで、MYP校が増えればやがて IB生の増加につながり、全体の規模

の拡大につながっていく。 

・IB 認定校にはならないが、IB 教育の好事例を取り入れ、実践していく教育者や

教育機関、学校を増やしていくという可能性もある。 

・公開授業など組織的な形で、教育委員会や教育センターのようなところで、IBの

普及プログラムを作るなど組織的な形でやっていくことが必要。 

・IBで今までつながらなかった学校の間に連携がもたらされ、その新しいプログラ

ムを導入するために、教育委員会、教員、地域、保護者という中に、教育学的に

言うと、一種の学習する組織が出来上がっていることが、IBというものが日本の

今後の教育にもたらす一つのイノベーションのきっかけ。 

・IB 認定校の教員が他校に異動して IB のノウハウを広めることができる。また、

他校から IB認定校に異動してきた教員が IBの手法を学ぶことができる。 

・教員養成課程等の中に IBの要素を入れていくことができれば普及が可能ではな

いか。【再掲】 
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３．大学入試での IBの活用促進 

○IBの教育効果や IB生の受入れ実績がある大学の好事例等を発信し、他の大学での

IBを活用した入試の拡大を促進 

○大学入試の実施時期や出願時の負担軽減等の検討を促進 

○海外の IB生を受け入れている大学での入試やカリキュラム等の事例を他の大学に

共有し検討を促進 

 

 

 

 

 

＜委員からの主な意見＞ 

・外国人教員は、様々な事情で母国に帰る例があり、代わりの教員の確保が難しい。 

・海外大学進学の課題は生活費を含めた学費の高さ。奨学金等が得られずに海外進学

を諦める生徒もいる。 

・学校内での海外大学進学の指導体制と円滑な継承体制の確立が困難。外部サービス

等を活用しながら徐々にノウハウを学校に蓄積しているのが現状。学校を超えた海

外大進学情報バンクなどの基盤づくりが必要。 

・IB認定校内での横展開として、高校の IB以外のコースでもコア科目のエッセンス

等を活用し授業改善を行うことができる。【再掲】 

・IB以外のコースの生徒が 1科目でも 2科目でも IBを選択できるようになってほし

い。【再掲】 

＜委員からの主な意見＞ 

・日本人の IB 生の成績は概して高い、ゼミの中で非常に中心的な役割を果たして

いるということを客観的に示し、情報発信をすることができれば、大学側の IB生

を受け入れたいという土壌を作ることができるのではないか。 

・IB入試の拡大と DPで作成する報告書等の活用による出願課題の簡略化が必要。 

・総合型選抜入試では 3年生の 1学期の評定で合否が決定するが、世界標準で算出

されているものの、IBの予測スコアに対する大学の信頼が低い。また、最終スコ

アが大学の求めるスコア基準を下回った際の取扱いを公表していない大学が多

く、生徒は不安を感じている。 

・総合スコアの基準を定めるのではなく、進学する学部で必要な知識に関する科目

のみスコアの縛りがある形が進んでいけば、多くの生徒が様々な大学に挑戦しや

すくなる。IB教育を通して、生徒たちは様々な力を伸ばしているので、努力が評

価される仕組みになればよい。 
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４．IBの教育効果等の把握・検証 

○IBの教育効果等を把握し、発信することで、IBに対する理解を促進 

○IBに関する基礎調査 

 （例１）国内外の IB認定校に対する実態調査（在籍生徒数、教員数（日本人/外国人）、

卒業生数、開講科目（日本語/英語）、進学先等） 

（例２）国内外の大学での IBを活用した入試に関する実態調査（出願資格、スコア基

準、出願書類等） 

○IBの教育効果に関する調査 

 （例１）IB認定校在学中の教育効果 

 （例２）大学入学後の成績の伸び、学習態度、院進学率、就職先等 

○IB教員に関する調査 

○IB機構を通じて IBに関する各国における状況を把握する 

＜委員からの主な意見＞ 

・方向性を見極めたり戦略を打ったり判断するにはデータが必要であって、日本国

内の IB生の概数の把握や、受皿として日本国内の大学の IB入学試験としての定

員枠、あるいは進学者の数などの、ある程度の需給シミュレーションを想定する

ことも必要。【再掲】 

・IB生が大学に入った後の追跡調査をきちんとしていく必要がある。 

・IB生が大学に入ってからどのようなパフォーマンスなのか、データを積み上げて

いく必要がある。 
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今後のスケジュール（案） 

 

 

 

第 1回 令和４年 10月 17 日（月）１６：００～１９：００（実施済） 

・国際バカロレアの普及促進に係る取組と現状について 

・主な検討事項について 

・有識者ヒアリング 

 

 

第 2回 令和４年 11月 24 日（木）１３：００～１６：００（実施済） 

 ・有識者ヒアリング 

 ・主な検討事項について 

 

 

第 3回 令和４年 12月 19 日（月）９：３０～１２：３０（今回） 

 ・これまでの議論の整理について 

 ・取りまとめ骨子案について 

 

 

令和５年 1月以降、数回開催し、令和４年度中に取りまとめ予定 

資料２ 
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令和 4年 12月 19日版 

 

国際バカロレアの普及促進に向けた検討に係る有識者会議 

基礎資料集 

 

 

① 国際バカロレア（IB）について 

② 我が国における IB推進の意義と位置づけ 

③ 文部科学省における主な取組 

④ IBの認定プロセスについて 

⑤ IBプログラム導入に係る費用概算 

⑥ 日本語 DPの導入と高等学校学習指導要領の読替 

⑦ ディプロマ・プログラム（DP）について 

⑧ 新学習指導要領との対応関係 

⑨ 文部科学省 IB教育推進コンソーシアム 

⑩ IB認定校等数推移 

⑪ IB認定校一覧（日本地図） 

⑫ IBを活用した国内大学入試 

⑬ 2021年度 IBを活用した大学入学者選抜に関する基礎調査 

⑭ 2021年度 IBを活用した大学入学者選抜に関するアンケート調査 

⑮ 日本の IB履修生の成績送付先大学（2015年-2019年） 

⑯ IB教員資格を取得するためのコースを開設している大学 

⑰ 国際バカロレアを中心としたグローバル人材育成を考える有識者会議 

中間取りまとめ（2017年 5月）概要 

⑱ 国際バカロレアを中心としたグローバル人材育成を考える有識者会議 

中間取りまとめ（2017年 5月） 
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⻑野県
※インターナショナルスクール・オブ・アジア軽井沢

インターナショナルスクールオブ⻑野
※◎松本国際⾼等学校
※若草幼稚園

北海道
※◎市⽴札幌開成中等教育学校
※◎札幌⽇本⼤学⾼等学校
宮城県
※秀光中学校
※◎仙台育英学園⾼等学校

東北インターナショナルスクール
※ホライゾン学園仙台⼩学校

ホライゾンジャパンインターナショナル
スクール仙台泉校

※◎宮城県仙台⼆華中学校・⾼等学校
茨城県
※開智望⼩学校

つくばインターナショナルスクール
※◎茗溪学園中学校・⾼等学校

埼⽟県
カルガモイングリッシュスクール

※◎さいたま市⽴⼤宮国際中等教育学校
※◎昌平中学校・⾼等学校
※◎筑波⼤学附属坂⼾⾼等学校
東京都

アオバジャパン・インターナショナルスクール
アオバジャパン・バイリンガルプリスクール芝浦
アオバジャパン・バイリンガルプリスクール中野
アオバジャパン・バイリンガルプリスクール晴海
アオバジャパン・バイリンガルプリスクール三鷹
アオバジャパン・バイリンガルプリスクール早稲⽥
インディア・インターナショナルスクール・イン・ジャパン
ウィロ―ブルックインターナショナルスクール

※◎開智⽇本橋中学・⾼等学校
カナディアン・インターナショナルスクール
グローバルインディアンインターナショナルスクール東京
ケイ・インターナショナルスクール東京
サイシシャインターナショナルスクール
サマーヒルインターナショナルスクール
シナガワインターナショナルスクール
清泉インターナショナルスクール
セント・メリーズ・インターナショナルスクール

※⽟川学園中学部・⾼等部
東京インターナショナルスクール
東京ウエストインターナショナルスクール

※東京学芸⼤学附属⼤泉⼩学校
※◎東京学芸⼤学附属国際中等教育学校

⼭梨県
※◎⼭梨学院⾼等学校
※⼭梨学院⼩学校
※⼭梨学院幼稚園
※◎⼭梨県⽴甲府⻄⾼等学校

神奈川県
※◎神奈川県⽴横浜国際⾼等学校

キッズ⼤陸よこはま中川園
サンモール・インターナショナルスクール

※聖ヨゼフ学園⼩学校
※◎法政⼤学国際⾼等学校

ホライゾン･ジャパン･インターナショナル･スクール
※◎三浦学苑⾼等学校
※やまた幼稚園

横浜インターナショナルスクール

愛知県
アップビート・インターナショナルスクール
江⻄インターナショナルスクール
名古屋インターナショナルスクール

※名古屋国際中学校・⾼等学校

京都府
京都インターナショナルスクール
同志社インターナショナルスクール
国際部

※同志社国際学院初等部
※⽴命館宇治中学校・⾼等学校

⼤阪府
アブロード・インターナショナルスクール⼤阪

※⼤阪教育⼤学附属池⽥中学校
※⼤阪国際⾼等学校
※◎⼤阪⼥学院⾼等学校
※◎⼤阪府⽴⽔都国際中学校・⾼等学校

⼤阪YMCAインターナショナルスクール
関⻄学院⼤阪インターナショナルスクール

※◎近畿⼤学附属⾼等学校
◎コリア国際学園

広島県
※ AICJ⾼等学校
※◎英数学館⼩・中・⾼等学校

つきのひかり国際保育園
広島インターナショナルスクール

※◎広島県⽴広島叡智学園中学校・⾼等学校

⾼知県
※⾹美市⽴⼤宮⼩学校
※◎⾼知県⽴⾼知国際中学校・⾼等学校

沖縄県
オキナワインターナショナルスクール

※◎沖縄尚学⾼等学校

滋賀県
※◎滋賀県⽴⻁姫⾼等学校

岡⼭県
※◎朝⽇塾中等教育学校

アブロードインターナショナルスクール岡⼭
※◎岡⼭理科⼤学附属⾼等学校

群⾺県
※ぐんま国際アカデミー

（凡例）
公⽴IB校の所在都道府県 ◎（⼆重丸）︓デュアルランゲージ・ディプロマ・プログラム（DLDP）実施校 ３３校

国私⽴IB校の所在都道府県 ※ 学校教育法第1条に定める学校（いわゆる1条校）６１校

⻘ 字︓国公⽴IB校

福岡県
福岡インターナショナルスクール

※◎福岡第⼀⾼等学校
※リンデンホールスクール中⾼学部

奈良県
※育英⻄中学校・⾼等学校

静岡県
※エンゼル幼稚園
※加藤学園暁秀⾼等学校・中学校
※◎静岡サレジオ⾼等学校
※静岡サレジオ⼩学校
※静岡サレジオ中学校
※静岡サレジオ幼稚園

岐⾩県
※サニーサイドインターナショナルスクール
※帝京⼤学可児⾼等学校

東京都
※東京都⽴国際⾼等学校
※町⽥こばと幼稚園

みずほスクール
※◎武蔵野⼤学附属千代⽥⾼等学院

代々⽊インターナショナルスクール

兵庫県
※◎AIE国際⾼等学校

カネディアン・アカデミィ
◎関⻄国際学園

神⼾ドイツ学院
マリスト国際学校

熊本県
熊本インターナショナルスクール

⿃取県
※◎⿃取県⽴倉吉東⾼等学校

（参考）国際バカロレア認定校等数︓１８４校
ＰＹＰ 認定校 ５８校 候補校 １６校
ＭＹＰ 認定校 ３１校 候補校 １０校
ＤＰ 認定校 ６５校 候補校 ４校

⑪ IB認定校⼀覧（令和４年９⽉３０⽇時点）

※第2回会議から修正あり27
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